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午後５時開会 

○教育長 ただいまから、本年第１１回足立区教育委員会定

例会を開会いたします。 

  本日の出席委員数は、定足数であります。よって会議は

成立いたします。 

  それでは、これより審議に入ります。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 初めに、本日の会議録署名員の指名をいたします。

葉養委員、杉田委員を指名いたしますので、よろしくお願

いいたします。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 それでは日程第１、教育長報告を議題といたしま

す。 

  今回は、各担当からの報告事項に代えさせていただきま

す。質疑等は全ての報告が終了してから、まとめてお願い

いたします。 

  初めに①について、杉岡教育政策課長、お願いします。 

  教育政策課長。 

○教育政策課長 恐れ入ります。教育委員会報告資料の１ペ

ージをお開きくださいませ。 

  件名、所管部課名は記載のとおりでございます。足立区

立大谷田小学校開かれた学校づくり協議会会長、同校校長

名の連名により、「足立区学校運営協議会設置校指定申請

書（再指定分）」が提出されました。 

  内容の検討並びに協議会会長、学校長との協議を踏まえ

まして、下記のとおり引き続き学校運営協議会を置く学校

（コミュニティ・スクール）として再指定させていただく

ので、報告するものでございます。 

  足立区立大谷田小学校指定期間並びに学校運営協議会

の委員の任期は記載のとおりでございます。参考までに現

在１０校、コミュニティ・スクールの指定をしてございま

すので一覧にさせていただいております。 

  今後の方針です。学校・地域・保護者、この３者の思い

が合致した学校から、順次学校運営協議会を設置させてい

ただきます。 

  報告は以上でございます。 

○教育長 次に②について、浮津教育指導課長、お願いしま

す。 

  教育指導課長。 

○教育指導課長 ②、平成２８年度第１回「よりよい学校生

活と友達づくりのためのアンケート調査」、いわゆるｈｙ

ｐｅｒ－ＱＵの結果について。一番後ろに記載している別

添資料１をご覧ください。 

ｈｙｐｅｒ－ＱＵに関しては、これまで学級担任の感覚

で判断していたものを数値等で明らかにすることで、より

学級の分析をしていこうというものでございます。 

  左側は「学級の型の傾向」ということで、幾つか傾向が

ございますけれども、小学校においても、中学校において

も、学級がよりよい状態の親和型というものが４２％で多

いと、中学校は４４％ということです。 

  ただしこの親和型の中でも、ここら辺が担任に理解させ

ていくところですけれども、要は仲がいいというような親

和型の中でも、当然浮いてしまう子は何人か出てきますの

で、そういう子に注意をしていきなさいということを具体

的に、今指導を入れているところです。 

  例えば管理型。管理型に関しては、クラスの中で一見統

率がとれているようですけれども、やはり意識をしていか

ないと子どもの中の序列化につながってしまって、順位づ

けができてしまうというところ。担任の先生方が分析した

結果、親和型が例えば管理型になった場合は、そういう点

に気をつけるように指導しているところです。 

  真ん中２段目のところ、小学校６年生の２７年から２８

年の変容ですけれども、担任が自分の学級の型を理解する

ことで、いろいろ手を入れることで、２７年より２８年の

ほうが凝集性が高まっていくというような傾向が見えて

います。今後それを継続させていきたいと思っています。 

  右側の小学校に関する成果としては、満足度は全国平均

を上回っているというところが見られます。ただ、「●課

題」のところですけれども、学習意欲にかかわる項目が全

国平均を下回っているか、全国平均レベルというようなと

ころが見られます。 

  中学校に関しても、友人関係、教師の関係が全国平均を

大きく上回っておりますが、やはり学習意欲が低いという

ところです。 
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  これに関しては、現在区の学力定着状況調査等と、この

ｈｙｐｅｒ－ＱＵをうまくリンクさせることを準備して

おりますので、そういう中でｈｙｐｅｒ－ＱＵと学力調査

の結果をうまく重ね合わせることで、また支援ができてく

ると思っています。 

  おおむね、教員の感覚論から、数値をもとにした学級分

析・児童分析に大きく役立っていることが見えてきている

ところでございます。 

  私からは以上です。 

○教育長 続いて③について、稲本学校施設課長、お願いし

ます。 

  学校施設課長。 

○学校施設課長 お手元の資料３ページをお開きください。

件名、所管部課名については記載のとおりでございます。 

  新田学園につきましては、これまで児童数の数値を予測

しておりましたが、運動施設に関する検討が不足していた

ところでございます。これにつきましては、まことに申し

わけない次第でございます。 

  こうした中、最近の開発による、また新たな大型マンシ

ョンが完成するという情報をつかみましたので、改めて児

童等の数と学級数の見込みをもとに、対応策を検討するこ

とといたしました。 

  児童数と学級数の見込みでございますが、２８年度現在

約１，５００人、４７学級。そして、３３年ごろがちょう

どピークになりますが、２，２００人余、そして学級数６

３クラス。今と同じ１，５００人、４７クラスになるのが、

１２年後の大体平成４０年ごろという見込みを改めて立

てているところでございます。 

  こちらの大型マンションというのは３１９戸、これが新

田一丁目に、来年９月に入居を開始する予定でございます。 

  次に、体育授業時数でございますが、これにつきまして

は記載のとおり、現在が２８年、４７クラスあるとすると、

１週間当たり１３６時間、週当たりに使うという計算でご

ざいます。 

  これがピーク時には１８２時間、そして平成４０年には、

今と同じく１３９時間程度という見込みを立ててござい

ます。これは、運動施設５カ所での記載でございますが、

新田学園第一校舎につきましては、校庭は有効面積で約４，

５００㎡ございます。こちらが２面使用。それから体育館

が約９８０㎡ございます。こちらも約２面を利用できる。

これで４面ございます。 

  そして、新田学園第二校舎には体育館が１つ、約５００

㎡ございます。これを含めて５カ所。これに対して２８を

掛けますと、１週間当たり約１４０時間運動できるところ

が確保できるということでございます。 

  対応策でございますが、教室につきましては最大、転用

も含めて７７クラスをご用意しているのですが、運動施設

につきましては、授業時間数を確保できないような状況が

今後出てくるということでございます。 

  学校関係者や地域住民と協議して、新田さくら公園、第

一校舎の南に位置してございますが、こちらの一部利用な

ど、あるいは近隣の荒川の土手とかいろいろなところの公

共用地があれば、こうしたものの活用の検討を今後してい

くということでございます。 

  今後の予定につきましては、保護者、ＰＴＡ、地元の町

会・自治会への周知・説明、当然開かれた学校づくり協議

会、まちづくり協議会への周知・説明、近隣への説明・周

知を図ってまいりたいというところです。丁寧に説明し、

理解を得ながら、最終的な対応策を決定していくというと

ころです。 

  私からは以上でございます。 

○教育長 次は④について、渡邉学務課長、お願いします。 

  学務課長。 

○学務課長 それでは、資料の４ページをご覧ください。件

名、所管部課名は記載のとおりでございます。足立区育英

資金でございますけれども、こちらは一部償還免除型など

設置するなどを行っているところでございますけれども、

今後新たに持続可能性を担保しつつ、区民ニーズに沿った

利用しやすい制度とするために、改めて検討を行うもので

ございます。 

  委員構成といたしましては、学識の方が２名、それから

高校の校長先生、中学校の校長、それから中学校のＰＴＡ

代表、あと区の職員３名でございます。 

  学識の方につきまして、小林先生は、今まで国のいろい

ろな育英資金について検討会に入っている方でございま

す。田中先生は、足立区の基本構想審議会の委員というこ

とで、足立区の状況もよくわかっていらっしゃる方と考え

ております。 
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  第１回の検討会は１２月７日に行う予定でして、主な議

題につきましては記載のとおりでございます。６月まで月

に１回ごとに開催いたしまして、２月ごろに第３回を行い

まして、そこで中間報告を行い、最終的には６月に最終報

告をしたいと思っております。その中間報告のときに、予

算を伴わないものであるとか、すぐにできるものについて

は速やかに改正をしていきたいと考えております。 

  私からは以上でございます。 

○教育長 次に⑤について、森学力定着推進課長、お願いし

ます。 

  学力定着推進課長。 

○学力定着推進課長 ５ページをご覧ください。件名、所管

部課については記載のとおりでございます。 

  この中で、早稲田大学野口晴子教授ほか４名の研究者の

共同研究の実施に伴い、足立区が保有する行政データの提

供等の協力要請がございました。 

  教育委員会が保有する情報を提供するに当たりまして、

各研究者が所属する各大学とそれぞれ基本協定を締結す

ることになったので、報告するものであります。 

  概要でございますけれども、（２）にありますとおり、

各所管が保有しております８種類の情報データを総合的

に分析いたしまして、足立区の取り組みが子どもの学力向

上とか、あるいは体力向上にどのような成果・効果があっ

たのか等の定量的な検証を行うとのことでございます。 

  ２番でございますけれども、研究のテーマ、研究者氏名

は記載のとおりでございます。この協定の締結時期でござ

いますけれども、２８年１２月中旬を予定してございます。 

  ６ページでございます。今後の予定でございますけれど

も、この２８年１２月下旬から２９年３月末にかけて、個

人の特定につながる情報を匿名化処理いたしまして、その

後にデータを提供するということにいたします。 

  そして研究機関においては、２９年度から３０年度に分

析と研究を進めて、成果の発表については３０年度末を予

定しているということでございます。 

  私からは以上でございます。 

○教育長 続いて⑥について、森田子ども施設運営課長、お

願いします。 

  子ども施設運営課長。 

○子ども施設運営課長 それでは、資料の７ページをご覧く

ださい。件名、所管部課名は記載のとおりです。 

  平成２８年９月２１日に報告いたしました「区立保育園

における保育に有効な面積の不足」への対応について報告

するものでございます。 

  記載しております民営化予定の３園、弘道保育園、第二

日ノ出町保育園、大谷田第二保育園につきましては、民営

化開始年度までに段階的に定数変更を行ってまいります。 

  定数変更により減少した分への対応として、当該保育園

の存在する地域、または利用者が存在する地域内において、

認可保育所等の民営施設の整備をしてまいります。これに

よりまして、当該地域全体で減少分を上回る保育定数を確

保できる見込みです。 

  ７ページ１番の弘道保育園を例に説明いたしますと、

（２）のアの表でございます。平成２９年４月１日の定数

増減でございますが、弘道保育園の定数が２歳でマイナス

６となります。その下の欄ですが、弘道保育園の存在する

地域内に認可保育所を整備し、この表の一番右でございま

すが、６５名の定数を増やします。 

  またその下の欄でございますが、小規模保育の整備で１

９名の定数を増やします。よって弘道保育園のマイナス６

を含めましても、表の右下に記載しております７８名の定

数を増やすことになります。 

  同様にイの表でございますが、平成３０年４月１日の定

数増減では、弘道保育園のマイナス４を含めても表の右下

にありますとおり、８６名の定数を増やしていきます。 

  以下８ページ以降、２番の第二日ノ出町保育園、３番の

大谷田第二保育園も同様に対応してまいります。 

  今後の方針でございますが、保育需要等の状況により、

足立区待機児童解消アクション・プランにおいて、地域を

未定としている施設の当該地域への整備を検討してまい

ります。 

  また、上記３園以外にも直営区立保育園において有効面

積の調査を行い、定数減少となる場合はアクション・プラ

ンの改定等で対応をしてまいります。 

  私からの報告は以上です。 

○教育長 次に⑦について、松野子ども施設整備課長、お願

いします。 

  子ども施設整備課長。 

○子ども施設整備課長 それでは、１０ページをお開きくだ
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さいませ。件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

  公立保育園の民営化計画に基づきまして、平成３０年４

月から民営化する区立保育園の弘道と大谷田第二につき

まして、審査会の答申を受けて下記のとおり運営予定事業

者を選定したので、ご報告申し上げます。 

  審査会を１１月１１日に実施いたしました。審査内容で

すが、第一次審査は書類審査、第二次審査はプレゼンテー

ションと園長予定者のヒアリングを実施してございます。 

  運営予定の事業者でございますが、弘道保育園は社会福

祉法人樹、流山市の事業者でございます。既に認可保育園

３園の実績がございまして、またグループの社会福祉法人

等での実績などもございます。土地を区からの無償貸し付

け、それから建物は区からの無償譲渡という形になります。 

  それから大谷田第二保育園につきましては、学校法人小

泉学園。こちらは足立区内の幼稚園を展開している法人で

ございます。東京いずみ幼稚園を運営されております。民

営化の手法としましては、土地はＵＲの土地でございます

ので、こちらを無償の貸し付けで、建物は区からの無償譲

渡という形になります。 

  今後のスケジュールでございますが、本年１２月以降、

３者の打ち合わせを行いまして、２９年４月からは、引き

継ぎの保育を１年かけて行いまして、３０年４月にスムー

ズに移行が進むように努めてまいります。 

  審査結果は、１１ページに掲載させていただいておりま

すのでご覧くださいませ。 

  今後の方針ですけれども、スムーズに移管して、保育園

を利用する保護者の方、それからお子様が安心して保育の

サービスを受けられるようにというのが一番のことでご

ざいますので、これをモットーに進めてまいりたいと考え

ております。 

  私からは以上でございます。 

○教育長 次に⑧について、高橋こども家庭支援課長、お願

いします。 

  こども家庭支援課長。 

○こども家庭支援課長 私からは、１２ページをお開きいた

だければと思います。 

  件名、所管部課名は表記のとおりでございます。 

  ことしの５月、児童福祉法等の一部を改正する法律が国

会で可決されたことに伴いまして、児童相談所の移管に向

けて特別区長会における検討状況について報告させてい

ただくものでございます。 

  まず特別区長会の方針ですが、改正法により国が５年間

を目途に設置に関する支援等の必要な措置が講じられて

いる間に、準備が整った区から順次児童相談所の設置を目

指すというものでございます。 

  区長会全体における検討状況でございますが、（１）児

童相談所移管準備に係る区長会の検討体制ということで、

児童相談所移管準備連絡調整会議を副区長会のもとに設

置いたしまして、事務局として特別区長会事務局内に児童

相談所移管準備事務局を設置しております。 

  （２）検討の経緯でございますが、７月１９日に第１回、

１０月２７日に関係部課長会・希望区からの資料の取りま

とめという形で、まとまったような段階でございます。 

  検討結果でございますが、（３）のアの部分です。「児童

相談所を移管するに当たっての課題の抽出・整理」という

形で「各区課題」と、区共通の検討課題としての「共通課

題」と、東京都と協議すべき課題ということで、「都協議

課題」という３分類で整理しております。概要につきまし

ては、１３ページのとおりでございます。 

  次に「イ．児童相談所の移管に向けた具体化の検討」と

いうことで、希望区における検討状況、希望する２２区で

移管後の体制だとか、あとは児童相談所設置市の事務の実

施方法等々について検討をした結果が、１４ページ、１５

ページの状況でございます。 

  １３ページの概況についてお話しさせていただきます。

児童相談所を移管するに当たっての課題の概要というこ

とで、左下のところで各区の課題としては２４０項目、２

３区共通の課題としては１４６項目、都協議課題としては

１５３項目上げられているところでございます。 

  各区の課題としては、組織をどうするのだとか、児童相

談所の建物をどうするのか、あと職員をどういう構成・人

数でというところ。共通課題としては、職員の確保・活用。

例えば採用をどうするのかとか、人事交流をどうしていく

のかという点。あと、共通の児童相談システムを入れるの

かどうかというあたりが共通の課題です。 

  都・区で協議しなければいけない課題としては、立ち上

げ支援の部分、設置後の連携に関する事項、施設に関する

事項、最後に関係経費の財源の移譲方法というようなとこ
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ろでございます。 

  続きまして１４ページ、１５ページの概要でございます

が、主に検討した項目ですと１４ページの３の部分、児童

相談所の職員の確保、人材育成はどうしていくのかという

部分、その右のところ、一時保護所をどういうふうな形で

持つのか。 

  次のページの５、児童相談所、一時保護所の施設整備を

どうしていくのか、６、社会的養護、いわゆる施設とか里

親についての拡充についてどう考えていくのか等々、９項

目についてまとめたものという状況となっております。 

  １２ページに戻っていただきまして、今後の状況でござ

いますが、特別区長会におきましては、全体のロードマッ

プを整理した上で東京都と協議に当たるという方向とな

っております。 

  今後、随時そうした状況につきまして報告させていただ

きたいと思っております。 

  私からは以上です。 

○教育長 ただいま８つの報告事項がありました。各委員か

ら質疑、ご意見を求めたいと思います。何か質疑はあり

ますか。いかがですか。 

  葉養委員。 

○葉養委員 ちょっと伺いたいのですけれども、学校選択制

のお話を伺ってからのほうがよかったのですけれども、こ

のコミュニティ・スクール指定校の一覧がありますね。小

学校と中学校が並んでいるのですけれども、このコミュニ

ティ・スクールに指定されている小学校については、１７

ページの選択制の応募状況のところを見て募集人員・受入

可能人数と応募人数の計を対比していくと、全部内枠の形

になっているという。 

  つまり何を聞きたいかというと、選択制のほうの中身を

どう読み取るかということとの関係で、このコミュニテ

ィ・スクールに指定してほしい学校というのは、どういう

類いの学校であるかという、そこら辺の背景を教えていた

だきたい、あるいはそういう分析を教育委員会でもしされ

ていれば、教えていただきたい。 

○教育長 教育政策課長。 

○教育政策課長 今、委員ご指摘のコミュニティ・スクール

よりも先駆けて、足立区の場合は平成１４年から開かれた

学校づくり協議会の設置をしてございます。 

  現在全校、小・中学校１０５校でこの開かれた学校づく

り協議会を行っておりますけれども、その中からこのコミ

ュニティ・スクールの、いわゆるメリット、人事権者に教

職員配置の意見を言う。それから学校の運営に関して評価

をする、承認をするという機能。それをきちんと、この開

かれた学校づくり協議会の委員の方々がこれを認識して、

さらに開かれた学校づくり協議会から進化して、足立区の

場合はこの開かれた学校づくり、「開かれ型ＣＳ」という

形で、開かれた学校づくり協議会をやりながら、コミュニ

ティ・スクールの指定をされているといった経緯がござい

ます。これが前半のご質問かと思います。 

  分析については、まだ詳細な分析はしてございません。

むしろ、この間１１月１７日に開かれた学校づくり協議会

フォーラムを開催させていただきましたけれども、これま

での教育委員会として、コミュニティ・スクールのメリッ

トのＰＲが少し不足していたという反省に基づいて、今回

パネルディスカッションをさせていただきました。 

  なので、分析を含めて今後もう少し教育委員会として、

この「開かれ型ＣＳ」も進めながら、文科省が進めていま

すコミュニティ・スクールのよさ、メリットも含めて周知

させていただきたいと考えております。 

○教育長 よろしいですか。 

  ほか、いかがですか。 

  小池委員。 

○小池委員 すみません、ｈｙｐｅｒ－ＱＵについてなので

すけれども、学校で学級経営の上手なというか、学級が安

定している担任はよくこういうデータを活用しながら、不

満足分にいる子どもをどうやっていいほうに入れようか

という、そういう術を持っていて、それを自主的にやって

いけるのですけれども、そうではない担任は、こういう結

果もなかなかよく出てこなくて、また、その改善の仕方が

よくわかっていないという部分があるので、ぜひ校内で、

学年だけではなく、１年生から６年生までのデータを見て、

そして研修会なり報告会なりをしながら年度ごとに、どう

したら自分の学級の、この不満足分が満足分になるとか、

そういう研修会を持つようなシステムを教育委員会の中

で持っていただければという要望です。 

  よろしくお願いします。 

○教育長 教育指導課長。 
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○教育指導課長 実はｈｙｐｅｒ－ＱＵに関しては、今、小

池委員がおっしゃったように、校内委員会を立ち上げると

いうことを前提にしております。 

  それはやはり、担任だけが分析をして、納得してという

ことではなく、学校全体の子どもという視点で捉えていこ

うということですので、また内容等を整えて、区の研修に

位置付けられるようなものがありましたら、積極的に研修

会を進めてまいりたいと思います。 

○教育長 よろしくお願いします。 

  ほか、いかがでしょうか。 

葉養委員。 

○葉養委員 足立区における学力向上施策等の効果検証の

案件ですけれども、これはこういう研究をやっていただい

て、データを提供するというのは非常にいいことだと思う

のですけれども、野口先生というのは経済学者の方ですよ

ね。 

  対照事例を設けていると思うのです。足立区だけではな

く、幾つかの対比できるケースを必ず用意している、一般

化しないといけないから。 

  そうすると、足立区だけの分析ではなく、対照した場合、

足立区の特性がどう出るかとか、そこまでのデータ提供を、

終わったときにしていただくようなことをお願いすると

いうのはできないかどうか。 

  多分かなり数値的に、経済学者ですから計量分析という

形の数字でわあっと出てくるのではないかと思うので、足

立区だけで見てもなかなか読み取れない可能性があるの

で、そういうのはお願いできるのですか。 

○教育長 学力定着推進課長。 

○学力定着推進課長 今のご質問でございますけれども、ま

ず１つは足立区だけかどうかという話は、足立区だけと聞

いておりますので、ほかの自治体の話については聞き及ん

でおりません。 

  そしてこの調査結果につきましては、きちんと足立区へ

還元してくれるということですので、委員のご指摘にあっ

たことは叶えられるかと思っております。 

○教育長 よろしいですか。 

  ほか、いかがでしょうか。よろしいですか。 

  それでは、報告事項を終了いたします。 

  その他も無いようですので、以上をもちまして本年第１

１回足立区教育委員会定例会を閉会いたします。お疲れさ

までした。ありがとうございました。 

午後５時２９分閉会 
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